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第１章　はじめに

このﾏﾆｭｱﾙは、SATELLITE-A の使い方を説明するものです。ご使用の前に、

必ず最後までお読みください。ただし、SATELLITE-A を動作させるには、

MKY33 を使用した AS-5310 等が必要です。

１・１　概要

SATELLITE-A は、高速な１対Ｎ信号転送ｼｽﾃﾑである HLS（Hi-speed Link

System）を構成するためのｻﾃﾗｲﾄ･ﾕﾆｯﾄの１つです。

SATELLITE-A は、16 点の入力信号と 16 点の出力信号と６ﾁｬﾝﾈﾙの 16 ﾋﾞｯﾄ

ｶｳﾝﾀ入力を持っています。最大、63 枚の SATELLITE-A を接続することによ

り、1008 ﾋﾞｯﾄの入力信号と 1008 ﾋﾞｯﾄの出力信号を制御することができます。

１・２　特徴

l 16 ﾋﾞｯﾄの入力

l 16 ﾋﾞｯﾄの出力

l ６ﾁｬﾝﾈﾙの 16 ﾋﾞｯﾄｶｳﾝﾀ入力

l 速度優先のﾌﾙ･ﾃﾞｭｰﾌﾟﾚｯｸｽ２回線型

l ｽｷｬﾝ応答速度 970 ﾏｲｸﾛ秒（32 ｻﾃﾗｲﾄ時）

l 総延長ケーブル長 200ｍ

１・３　仕様

l 通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ：HLS ｵﾘｼﾞﾅﾙﾌﾟﾛﾄｺﾙ

l 転送回線：RS485（ﾊﾟﾙｽ･ﾄﾗﾝｽ使用）

           ﾌﾙ･ﾃﾞｭｰﾌﾟﾚｯｸｽ２回線型

l 転送速度：６Mbps

l ｽｷｬﾝ応答速度：121.4μS（４ｻﾃﾗｲﾄ）

242.7μS（８ｻﾃﾗｲﾄ）

485.4μS（16 ｻﾃﾗｲﾄ）

970.7μS（32 ｻﾃﾗｲﾄ）

1.456  mS（48 ｻﾃﾗｲﾄ）

1.859  mS（63 ｻﾃﾗｲﾄ）
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l 動作電源：＋５Ｖ±５％ 150mA 最大

l 動作温度範囲：０～70℃

l 入力ﾎﾟｰﾄ：16 ﾋﾞｯﾄ

 ｼｭﾐｯﾄ入力, 4.7ＫΩﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗付

 正方向ｽﾚｯｼｮﾙﾄﾞ電圧 2.9ＶTyp. 4.0Ｖmax.

 負方向ｽﾚｯｼｮﾙﾄﾞ電圧 2.1ＶTyp. 1.0Ｖmin.

l 出力ﾎﾟｰﾄ：16 ﾋﾞｯﾄ

     IOL＝－15mA/VOL＝0.4V

     IOH＝＋15mA/VOH＝4.4V

l ｶｳﾝﾀ入力：６ﾁｬﾝﾈﾙ

 ﾁｬﾀﾘﾝｸﾞ防止用ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌｨﾙﾀ

 ２mSまたは 20mS 未満のﾉｲｽﾞをｷｬﾝｾﾙ（ｼﾞｬﾝﾊﾟ設定）

 ｼｭﾐｯﾄ入力, 4.7ＫΩﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗付

 正方向ｽﾚｯｼｮﾙﾄﾞ電圧 2.9ＶTyp. 4.0Ｖmax.

 負方向ｽﾚｯｼｮﾙﾄﾞ電圧 2.1ＶTyp. 1.0Ｖmin.

l ｶｰﾄﾞ寸法：横寸法 110mm、縦寸法 72mm

l 16 ﾋﾞｯﾄ DIO ｺﾈｸﾀ：40 ﾋﾟﾝ 2 列 2.54mm ﾋﾟｯﾁﾍｯﾀﾞｰｺﾈｸﾀ（ｽﾄﾚｰﾄ、ﾛﾝｸﾞﾛｯｸ

付）

l ｶｳﾝﾀ入力ｺﾈｸﾀ：12 ﾋﾟﾝ １列 ﾍﾞｰｽ付ﾎﾟｽﾄ（ｽﾄﾚｰﾄ）

l 通信ｺﾈｸﾀ：RJ-11 ２連型 ６ﾋﾟﾝ ﾓｼﾞｭﾗｰｺﾈｸﾀ

l DIN ﾚｰﾙ取り付けｵﾌﾟｼｮﾝ

 （ﾌｪﾆｯｸｽ･ｺﾝﾀｸﾄ社製ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ回路ﾍﾞｰｽ･ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ UMK）

　　　　　端末ｴﾚﾒﾝﾄ UMK-SE ２個

　　　　　ﾍﾞｰｽｴﾚﾒﾝﾄ UMK-BE45 ２個（110mm）

　　　　　脚部ｴﾚﾒﾝﾄ UMK-FE ２個
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図１・１　SATELLITE-A ﾎﾞｰﾄﾞ ﾌﾞﾛｯｸﾀﾞｲｱｸﾞﾗﾑ

    単位：mm

図１・２　SATELLITE-A 外形寸法図

HLS-S

MKY34

J4

6ch ｶｳﾝﾀ入力

J1

J2

+5V

J3

16 ﾋﾞｯﾄ入出力

J5

110

72
.0

62
.0

100.0 5.0

取り付け穴

４－3.5φ
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第２章　ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

ご使用前にﾕｰｻﾞは、この章で説明する設定を行う必要があります。

図２・１　SATELLITE-A の配置図

２・１　ｻﾃﾗｲﾄ･ｱﾄﾞﾚｽの設定

ｻﾃﾗｲﾄ･ｱﾄﾞﾚｽの設定は、SW1､SW2 で行います。ｻﾃﾗｲﾄ･ｱﾄﾞﾚｽは、01h～3Fh（１

から 63）が選択できます。SW2 は下位４ﾋﾞｯﾄを、SW1 は上位２ﾋﾞｯﾄを設定し

ます。

また、SW1 は、STB1 と STB2 信号の出力ﾀｲﾐﾝｸﾞを変更するためにも使用さ

れます。

表２・１　SW1 と SW2 の内容

ＳＷ１ ＳＷ２

Ａ５，Ａ４ Ａ３～Ａ０

ｽｲｯﾁ･ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ ｽｲｯﾁ･ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ

0,1,2,3 0～F

この時、SSA=Low なので、出力更新の直前で入力を

取り込む設定となります。

ｽｲｯﾁ･ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ ｽｲｯﾁ･ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ

4,5,6,7 0～F

この時、SSA=High なので、出力更新の直後で入力を

取り込む設定となります。　（注）

注．SSA=High で使用する場合、ｻﾃﾗｲﾄ･ｱﾄﾞﾚｽの上位２ﾋﾞｯﾄの値に４を足した

値がｽｲｯﾁ･ﾎﾟｼﾞｼｮﾝの値になります。たとえば、ｻﾃﾗｲﾄ･ｱﾄﾞﾚｽが 10h であ

れば、ｽｲｯﾁ･ﾎﾟｼﾞｼｮﾝは、SW1: 1+4=5、SW2: 0 となります。

ð ñ

P1

P2P3

J3
J1 J2

J5SW2 SW1

HLS-S

J44039
2
1

1

1

1

1

1
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図２・２　SW1 と SW2 のｽｲｯﾁﾎﾟｼﾞｼｮﾝ例

２・２　終端抵抗

終端抵抗は、最終端のﾉｰﾄﾞのみ入れます。SATELLITE-A はｼﾞｬﾝﾊﾟ･ﾎﾟｽﾄ P1

と P3 の 1-2 を接続することで終端抵抗を入れることができます。

その他のﾉｰﾄﾞに終端抵抗を入れてしまうと、動作が不安定になったり、通

信不能になりますので注意してください。

表２・２　終端抵抗の設定

終端抵抗あり 終端抵抗なし

Ｐ１：１－２ Ｐ１：２－３

Ｐ３：１－２ Ｐ３：２－３

２・３　ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ﾌｨﾙﾀの挿入

ｶｳﾝﾀ入力には、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ﾌｨﾙﾀが内蔵されており、ﾉｲｽﾞ性の信号や微細信号

によるﾐｽｶｳﾝﾄを防止できます。

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ﾌｨﾙﾀのためのﾌｨﾙﾀ･ｸﾛｯｸは、732Hz（CO1）または 91Hz（CO2）を選

択できます。ﾌｨﾙﾀ･ｸﾛｯｸの選択は、ｼﾞｬﾝﾊﾟ･ﾎﾟｽﾄ P2 で行います。

表２・３　ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌｨﾙﾀの設定

P2：1-2  732Hz 2.7mS 未満の信号除去が可能

P2：2-3   91Hz 20mS 未満の微細信号をｷｬﾝｾﾙ可能

ＳＷ１

5

ＳＷ２

0
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２・４　出荷時の設定

SATELLITE-A の出荷時の設定は、表２・４の通りです。

表２・４　出荷時の設定値

設定項目 設定値

ｻﾃﾗｲﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ １ (SW1: 0, SW2: 1)  SAA=Low

終端抵抗 なし (P1:2-3, P3: 2-3)

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ﾌｨﾙﾀ 732Hz  (P2:1-2)  CO1
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第３章　ｺﾈｸﾀ

この章では、ｺﾈｸﾀのﾋﾟﾝ配列と適合ｺﾈｸﾀ，ｹｰﾌﾞﾙについて説明します。

３・１　通信ｺﾈｸﾀ

ｺﾈｸﾀ J1,J2 は、AS-5310 等のｾﾝﾀｰﾕﾆｯﾄとｻﾃﾗｲﾄﾕﾆｯﾄの間を接続するために使

います。また、ｻﾃﾗｲﾄﾕﾆｯﾄ間を接続するためにも使います。

ｹｰﾌﾞﾙの配線は、図３・２の示すようになります。

表３・１　J1,J2 通信ｺﾈｸﾀのﾋﾟﾝ配列

ﾋﾟﾝ番号 信号名

１

２

３

４

５

６

ＣＴ＋

ＣＴ－

ＳＴ＋

ＳＴ－

無接続

Ｆ．ＧＮＤ

図３・１　J1,J2 のﾋﾟﾝ番号

適合ｹｰﾌﾞﾙ　　　　ZHT262PS　　伸光精線工業（株）製

適合ﾓｼﾞｭﾗ-ﾌﾟﾗｸﾞ　TM20P-66P　 ﾋﾛｾ電機（株）製

図３・２　ｹｰﾌﾞﾙの配線

6 5 4 3 2 1

J1            J2

6 5 4 3 2 1

1
2
3
4
5
6

1
2
3
4
5
6

NC NC

青
白

茶
灰

ｼｰﾙﾄﾞ
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３・２　電源ｺﾈｸﾀ

SATELLITE-A は、+5V 単一で動作します。J3のｺﾈｸﾀから電源を供給します。

　 表３・２　J3電源コネクタ

ﾋﾟﾝ番号 信号名

１

２

３

４

＋５Ｖ

＋５Ｖ

ＧＮＤ

ＧＮＤ

図３・３　Ｊ３のﾋﾟﾝ番号

３・３　入出力ｺﾈｸﾀ

外部との入出力は、J4のｺﾈｸﾀで行ないます。

表３・３　J4 16 ﾋﾞｯﾄ DIO ｺﾈｸﾀ

ﾋﾟﾝ番号 信号名 ﾋﾟﾝ番号 信号名

１ ＧＮＤ ２ ＧＮＤ

３ ＤＩ１５ ４ ＤＩ１４

５ ＤＩ１３ ６ ＤＩ１２

７ ＤＩ１１ ８ ＤＩ１０

９ ＤＩ９ 10 ＤＩ８

11 ＤＩ７ 12 ＤＩ６

13 ＤＩ５ 14 ＤＩ４

15 ＤＩ３ 16 ＤＩ２

17 ＤＩ１ 18 ＤＩ０

19 ＧＮＤ 20 ＧＮＤ

21 ＤＯ１５ 22 ＤＯ１４

23 ＤＯ１３ 24 ＤＯ１２

25 ＤＯ１１ 26 ＤＯ１０

27 ＤＯ９ 28 ＤＯ８

29 ＤＯ７ 30 ＤＯ６

31 ＤＯ５ 32 ＤＯ４

33 ＤＯ３ 34 ＤＯ２

35 ＤＯ１ 36 ＤＯ０

37 ＧＮＤ 38 ＧＮＤ

39 ＳＴＢ２ 40 ＳＴＢ１

4

3

2

1

１

３

５

７

９

11

13

15

17

19

21

23

25

27

29

31

33

35

37

39

２

４

６

８

10

12

14

16

18

20

22

24

26

28

30

32

34

36

38

40

適合ｺﾈｸﾀ:ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ XHP-4

　　　　 ｺﾝﾀｸﾄ SXH-001T-P0.6

日本圧着端子製造（株）社製

適合ｺﾈｸﾀ:MIL ﾀｲﾌﾟｿｹｯﾄ XG4M-4030

　　　　 ｽﾄﾚｲﾝﾘﾘｰﾌ XG4T-4004  ｵﾑﾛﾝ（株）社製

図 3･4　J4 のﾋﾟﾝ番号
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３・４　ｶｳﾝﾀ入力ｺﾈｸﾀ

ｶｳﾝﾀ入力は、J5のｺﾈｸﾀで行ないます。

表３・４　J5 ｶｳﾝﾀ入力ｺﾈｸﾀ

ﾋﾟﾝ番号 信号名

１ ＰＩ０

２ ＧＮＤ

３ ＰＩ１

４ ＧＮＤ

５ ＰＩ２

６ ＧＮＤ

７ ＰＩ３

８ ＧＮＤ

９ ＰＩ４

10 ＧＮＤ

11 ＰＩ５

12 ＧＮＤ

適合ｺﾈｸﾀ:ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ XHP-12　　　　　　図３・５　J5のﾋﾟﾝ番号

　　　　 ｺﾝﾀｸﾄ SXH-001T-P0.6

日本圧着端子製造（株）社製

３・５　HLS ｼｽﾃﾑの配線

HLS ｼｽﾃﾑの配線は図３・６のように接続します。

注．最終端のｻﾃﾗｲﾄには、終端抵抗を入れます。

図３・６　HLS 構成図

12

11

10

９

８

７

６

５

４

３

２

１

AS-5310

ｾﾝﾀ･ﾕﾆｯﾄ

PCI

ﾊﾞｽ

SATELLITE-A

ｻﾃﾗｲﾄ･ﾕﾆｯﾄ

　　各 種

注．

SATELLITE-A

ｻﾃﾗｲﾄ･ﾕﾆｯﾄ

　　各種　注.

ｻﾃﾗｲﾄ･ﾕﾆｯﾄ

回線Ａ

回線Ｂ

32 ｻﾃﾗｲﾄ 31 ｻﾃﾗｲﾄ

J2 J2

J1 J1

J1 J1

HLS-S HLS-S

HLS-C
J1

J2
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第４章　機能説明

４・１　HLS-S(MKY34)の役割

HLS-S(MKY34)は、HLS ｼｽﾃﾑの入出力ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽであり、汎用 16 ﾋﾞｯﾄの入力と

出力、6ch の 16 ﾋﾞｯﾄｱｯﾌﾟｶｳﾝﾀ、ｼﾘｱﾙ入力型 16 ﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ入力を保有していま

す。ただし、SATELLITE-A ではｼﾘｱﾙ入力型 16 ﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ入力の機能は使えま

せん。これらは、全て HLS-C(MKY33,AS-5310 等）側のﾒﾓﾘに配置され、HLS

がｵｰﾄﾏﾁｯｸに通信を実行することから、HLS-S をﾕｰｻﾞｼｽﾃﾑの目的に適合導入

することで、さまざまな利用が可能となります。

４・２　HLS-S の Di/Do

HLS-S の Do へは、ｾﾝﾀｰ素子 HLS-C で管理されるﾊﾞｯﾌｧ RAM の Do ｴﾘｱのｱﾄﾞﾚ

ｽに対応したﾜｰﾄﾞ･ﾃﾞｰﾀのﾋﾞｯﾄが、そのまま出力されます。Do ﾃﾞｰﾀは、ｾﾝﾀｰ

で設定しているｺﾏﾝﾄﾞに関わり無く、ｽｷｬﾝ毎に毎回転送されﾘﾌﾚｯｼｭされます。

よって、その更新速度は HLS-C のｽｷｬﾝ･ｽﾋﾟｰﾄﾞと等価になります。

HLS-S の Di に入力される 16 ﾋﾞｯﾄは、ﾊﾞｯﾌｧ RAM の Di ｴﾘｱのｱﾄﾞﾚｽ対応位置

に、そのままﾜｰﾄﾞ･ﾃﾞｰﾀとして転送されます。転送される Di ﾃﾞｰﾀは、通常は

Do と同じくｽｷｬﾝ毎に取り上げられ、応答速度もｽｷｬﾝ･ｽﾋﾟｰﾄﾞになります。

HLS-C 側で、Di ﾃﾞｰﾀ収集以外のｺﾏﾝﾄﾞ（OH,8H 以外のｺﾏﾝﾄﾞ）が与えられてい

ると、そのｺﾏﾝﾄﾞ実行時は Di ﾃﾞｰﾀの吸い上げは行われませんので注意してく

ださい。

４・３　Do出力と STB1 出力の利用方法

Do0 は、ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄの０に、Do15 はﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄの 15 に対応して、±15m.A(max)

駆動能力の出力端子 16 本となります。Do 出力端子には、ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀや LED、ﾌ

ｫﾄｶﾌﾟﾗ等の 5V系出力素子を直接接続できます。未使用の Do端子は、出力端

子ですから処理する必要がなく解放とします。Do 端子の状態更新は、STB1

端子のｽﾄﾛｰﾌﾞ信号の中心で一斉に行われます。STB1 の利用で、Do 端子に接

続された回路に、出力の更新を知らせることができます。

Do端子の初期状態は（HLS-S のﾊｰﾄﾞｳｪｱ･ﾘｾｯﾄにより）Loであり、HLS-C の

運用ｽﾀｰﾄで HLS-C のﾊﾞｯﾌｧ RAM ﾃﾞｰﾀが転送され更新します。また、通信ｹｰﾌﾞ

ﾙの断線などによる伝送経路のﾄﾗﾌﾞﾙ時には、HLS-C からのｽｷｬﾝがかからなく
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なりますので、Do の出力状態はそのまま保たれ、STB1 のｽﾄﾛｰﾌﾞ信号も出な

くなります。

STB1 の出力更新ｽﾄﾛｰﾌﾞ出力は、HLS-C からの通信伝送によるｽｷｬﾝが行われ

ている事の検知になりますので、設置後の動作確認や応答速度の測定などに

も役立ちます。

図４・１　STB1 信号のﾀｲﾐﾝｸﾞ

図４・２　STB1 信号の監視

４・４　Diの実際と STB2

Di0 はﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄの 0 に、Di15 はﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄの 15 に対して、HLS-C 側のﾊﾞｯﾌｧ

RAM に届けられます。HLS-C 側のｻﾃﾗｲﾄｱﾄﾞﾚｽに対応するｺﾏﾝﾄﾞが 0H（または

8H）の時には、ｽｷｬﾝ毎に更新されますので、応答速度はｽｷｬﾝ速度と等価にな

ります。

基本的利用では、Di0～Di15 を I/O ﾎﾟｰﾄの入力として利用します。ﾌｫﾄｶﾌﾟ

ﾗの入力やｽｲｯﾁ･ｾﾝｻなど 5V系入力をそのまま接続できます。Di0～Di15 の端

子は、ｼｭﾐｯﾄ型の入力ﾊﾞｯﾌｧが搭載されていますので、ﾁｬﾀﾘﾝｸﾞ除去回路など

Do 旧 Do 新Do 0～15

TSTB

STB1

1/2 TSTB

HLS ｽｷｬﾝ間隔

TSTBは fXI動作ｸﾛｯｸの４ｸﾛｯｸ時間

  (24MHz では 166.6nsec)

1 2 3 4

STB1にﾊ゚ ﾙｽが出ていれば、

ｾﾝﾀのｺﾏﾝﾄﾞにHLS-Sが反応

している。周波数ｶｳﾝﾀで

ｽｷｬﾝ速度も監視できる。

ＨＬＳ－Ｓ

ＳＴＢ１
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の時定数回路も直接接続可能です。Di端子は、4.7ＫΩの抵抗でﾌﾟﾙ･ｱｯﾌﾟさ

れています。

４・５　STB2 ｽﾄﾛｰﾌﾞ信号の利用と SSA 端子・ SSB 端子の設定

Do0～Do15 の出力状態の更新と Di0～Di15 の入力状態の取り込みは、時間

的な位置関係を持っています。出力と入力をそれぞれ独立したｽﾃｰﾀｽ(ON/OFF

状態)として利用する場合には、ｽﾄﾛｰﾌﾞ信号の利用は不要です。出力や入力

に時間的な立体構成や順列を持たせる利用や、出力と入力の相関的利用をす

る場合には、その更新時期が重要な要素となります。

SSA 端子の設定で、STB1（出力更新）と STB2（入力取り込み）の前後位置

関係を設定することができます。SSA を Lo に固定しておけば、出力更新の

直前で入力状態の取り込みができます。また、SSA 端子を Hi に固定してお

けば、出力を更新した直後に入力を取り込めます。

SATELLITE-A では、SW1 のｽｲｯﾁﾎﾟｼﾞｼｮﾝを 0～3にすると SSA 端子が Loに設

定されます。また、SW1 のｽｲｯﾁﾎﾟｼﾞｼｮﾝを 4～7 にすると SSA 端子が Hi に設

定されます。

SSB 端子は Hi 固定になっており、ｽｷｬﾝ毎に STB2 が発生します（常に最新

の Di 状態を取り込む利用では SSB=Hi です）。SSB 端子を Lo に固定するこ

とで、STB2 がﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ対応で機能しますが、SATELLITE-A ではｻﾎﾟｰﾄしてい

ません。
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図４・３　STB2 ｽﾄﾛｰﾌﾞ信号のﾀｲﾐﾝｸﾞ

４・６　STB2 の注意点

HLS-C 側で該当ｻﾃﾗｲﾄへのｺﾏﾝﾄﾞが 0H または 8H以外（Di取り込み以外）の

運用時には、SSB 端子の設定に関わり無く、STB2 へのﾊﾟﾙｽ出力は生じません。

例として、6Mbps７ｻﾃﾗｲﾄ/ﾌﾙ･ﾃﾞｭｰﾌﾟﾚｯｸｽ運用時に該当ｻﾃﾗｲﾄのｺﾏﾝﾄﾞが 0であ

れば、STB2 のﾊﾟﾙｽ発生は、242μ.sec.間隔ですが、ｵｰﾄﾘｰﾀﾞｰｺﾏﾝﾄﾞ(HLS-C 側

とｺﾝﾄﾛｰﾙ･ﾜｰﾄﾞ bit5 が 1)であると、Di の取得とｶｳﾝﾀ１～６の値の取得が周

期的に行われるので、STB2 へのﾊﾟﾙｽ発生間隔は 1/7 となり、1.69m.sec.に

なります。STB2 を周波数ｶｳﾝﾀに接続し、周波数または周期を測定すること

で Di状態取り込みの応答速度を測定することができます。

ＳＳＡ ＳＳＡ

STB2の立ち上がりで入力がｻﾝﾌﾟﾙされる

    注.TSTB=166.6nS (24MHz)

Do 旧 Do 新Do 0～15

STB1

STB2

TSTB

Di 0～15

ＨＬＳ－Ｓ

ＳＴＢ１

ＳＴＢ２

出力更新の直前で入力を取り込む設定

SW1

0～3 の時

Do 0～15

STB1

STB2

2×TSTB

Di 0～15

ＨＬＳ－Ｓ

ＳＴＢ１

ＳＴＢ２

出力更新の直後で入力を取り込む設定

Do 旧 Do 新

STB2の幅は

STB1と同じ

SW1

4～7 の時
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４・７　汎用 6ch ｶｳﾝﾀの利用

HLS-S(MKY34)には、汎用6ch のｶｳﾝﾀが搭載されています。ｶｳﾝﾄ入力端子は、

Pi0～5です。

6ch ｶｳﾝﾀは、16 ﾋﾞｯﾄ･ﾊﾞｲﾅﾘ･ｱｯﾌﾟ･ｶｳﾝﾀで、Pi端子に入力されるﾊﾟﾙｽ信号を

数えることができます。数えられる値は０～FFFFH(0～65535)で、FFFFH の

次のｶｳﾝﾄ入力では 0000H になります。ｾﾝﾀからのｺﾏﾝﾄﾞ 1H～6H を HLS-S が受

け取るとｾﾝﾀにｶｳﾝﾄ値を転送しますので、6ch の値をそれぞれ任意に引き上

げることができます。ｾﾝﾀｰ側ではﾒﾓﾘの C1～C6 ｴﾘｱの該当ｻﾃﾗｲﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ位置に

16 ﾋﾞｯﾄのﾜｰﾄﾞ･ﾃﾞｰﾀとして格納されます。ｶｳﾝﾀ側の管理はｾﾝﾀｰに帰属され、

ｶｳﾝﾀのｸﾘｱ（0000H へのｾｯﾄ）は、ｾﾝﾀｰからのｺﾏﾝﾄﾞ 9H～EH によってのみ、ch

毎に実施されます（ｸﾘｱｺﾏﾝﾄﾞ実施後のｾﾝﾀｰ側ﾒﾓﾘ内ﾜｰﾄﾞ･ﾃﾞｰﾀも 0000H になり

ます）。電源投入後の最初のｶｳﾝﾀ値は保証されません。したがって、初期化

のｸﾘｱを行うことをお勧めします。

４・８　Pi0～Pi5 のｶｳﾝﾄ入力

Pi0～Pi5 のｶｳﾝﾄ入力端子は、ｼｭﾐｯﾄ型の入力ﾊﾞｯﾌｧが搭載されていますので、

ﾁｬﾀﾘﾝｸﾞ除去目的の時定数回路を直接接続可能で、ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗやｽｲｯﾁ、ｾﾝｻなど

の外部信号の他、ﾛｼﾞｯｸ信号など 5V 系信号もそのまま接続できます。Pi 端

子は、4.7ＫΩの抵抗でﾌﾟﾙ･ｱｯﾌﾟされています。

Pi0～Pi5 に入力された信号は、通信ｼｽﾃﾑとの同期化のため、24MHz の水晶

発振器から供給する動作ｸﾛｯｸの 1/8 周波数でｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞされています。ﾃﾞｭｰﾃ

ｨｰ 50％の 1/4 ﾎﾞｰﾚｰﾄ周波数の入力が上限となります。6Mbps の推奨運用では

1.5MHz ﾃﾞｭｰﾃｨｰ 50％が上限となります。
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図４・４ｶｳﾝﾄ入力の波形

４・９　Pi0～Pi5 入力信号へのﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ﾌｨﾙﾀの挿入

Pi 端子に入力する信号は、重要な計数情報の場合も予想されます。ﾁｬﾀﾘﾝ

ｸﾞ除去以上の安全対策回路を付加して、ﾐｽ･ｶｳﾝﾄを防止する場合に、HLS-S

内部に搭載されたﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ﾌｨﾙﾀを利用することができます。

OAM 端子は Lo 固定に設定されていますので、Pi0～Pi5 の信号入力に対し

て、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ﾌｨﾙﾀが自動的に挿入されます。

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ﾌｨﾙﾀの原理は、入力信号を FC1～FC3 端子で供給される別なｸﾛｯｸ（ﾌ

ｨﾙﾀ･ｸﾛｯｸと言う）の立ち上がりでﾀﾞﾌﾞﾙ･ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞするものです。２ｸﾛｯｸ時間

以上の Hi ﾚﾍﾞﾙを認識した時に正規な Hi ﾚﾍﾞﾙとして認識し、２ｸﾛｯｸ時間以上

の Lo ﾚﾍﾞﾙを認識した時に正規な Lo ﾚﾍﾞﾙとして認識します。２ｸﾛｯｸ時間以下

の Hi ﾚﾍﾞﾙまたは Lo ﾚﾍﾞﾙはｷｬﾝｾﾙされ排除します。これにより、適切なﾌｨﾙﾀ･

ｸﾛｯｸを供給することで、ﾉｲｽﾞ性の信号や微細信号によるﾐｽ･ｶｳﾝﾄを防止でき

ます。

SATELITE-Aでは Pi0～Pi5にかかるﾌｨﾙﾀ･ｸﾛｯｸは同一のﾌｨﾙﾀ･ｸﾛｯｸになって

います。ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ﾌｨﾙﾀを通過した後の実ｶｳﾝﾄに使用される信号は、、その後

段で 1/8 動作ｸﾛｯｸでさらに同期化されていますので、ﾌｨﾙﾀ通過後にﾃﾞｭｰﾃｨｰ

50％の 1/4 ﾎﾞｰﾚｰﾄ周波数に相当な Pi 端子への入力までが、ｶｳﾝﾄ可能な信号

上限となります。

このﾌｨﾙﾀ･ｸﾛｯｸの生成に当たっては、適正ﾌｨﾙﾀ･ｸﾛｯｸ周波数を外部で生成し

ﾉｲｽﾞ性の細い信号

(ﾁｬﾀﾘﾝｸﾞなど）が

ｷｬﾝｾﾙされる。

2 ｻﾝﾌﾟﾙ以上の連続したﾚﾍﾞﾙが確認されると受け付ける仕組。

　印はｷｬﾝｾﾙ対処のﾚﾍﾞﾙ

OAM 端子を Lo としています。

PI0～5 は、外部ｻﾝﾌﾟﾙ

ｸﾛｯｸが関与する。

PI 0,1

FC 0

実力ｶｳﾝﾄ

Pi0,1 には FC0 が関与

Pi2,3 には FC1 が関与

Pi4,5 には FC2 が関与

注．SATELLITE-A では、FC0,FC1,FC2 入力には、

　　同一ｸﾛｯｸのみの供給です。
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て供給することになりますが、MKY34 の CO1 端子より 24MHz の水晶発振器か

ら供給する動作ｸﾛｯｸの 1/32768(1/215)の周波数が、CO2 端子より動作ｸﾛｯｸの

1/262144(1/218)周波数が、それぞれ出力されていますので、CO1、CO2 の出

力を FC1～FC3 に入力することができます。SATELLITE-A では、ｼﾞｬﾝﾊﾟ･ﾎﾟｽﾄ

P2 で CO1(2-3),CO2(1-2)を選択します。

推奨の 6Mbps 伝送利用時、動作ｸﾛｯｸは伝送ﾚｰﾄ４倍の 24MHz ですから、CO1

端子には約 732Hz が、CO2 端子には約 91Hz が、それぞれﾌﾘｰﾗﾝ･ｸﾛｯｸとして

出力されます。ﾊｰﾄﾞｳｪｱ･ﾘｾｯﾄがかかっている間は、CO1、C02 のｸﾛｯｸは停止

します。

例１：押ﾎﾞﾀﾝ･ｽｲｯﾁの接点をｶｳﾝﾄする場合、20m.sec.程度をｶｳﾝﾄ対象の安全

時間とすると、100Hz(10m.sec.)のﾌｨﾙﾀ･ｸﾛｯｸを供給すれば、２ｸﾛｯｸ

時間（20m.sec.）未満の微細信号はｷｬﾝｾﾙできます。CO2(P2:2-3)の

91Hz が利用できます。

例２：ﾌｫﾄ･ｲﾝﾀｰﾗﾌﾟﾀによって発生する 10m.sec.程度のﾊﾟﾙｽを外来ﾉｲｽﾞに影

響されずにｶｳﾝﾄしたい場合、1kHz(1m.sec.)のﾌｨﾙﾀ･ｸﾛｯｸを供給すれば、

２ｸﾛｯｸ時間(2m.sce.)未満の微細信号をｷｬﾝｾﾙできます。CO1(P2:1-2)

の 732Hz が利用できます（2.7m.sec.未満の信号除去が可能）。

注意：OAM 端子 Lo固定とするﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ﾌｨﾙﾀ挿入利用時には、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ機能も

選択されています。しかし SATELLITE-A は、STOP 端子が Lo固定です

から常に動作状態です。
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第５章　ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ

●HLS が動作しない場合

ｾﾝﾀｰﾓｼﾞｭｰﾙか、ｻﾃﾗｲﾄ ﾓｼﾞｭｰﾙか、通信ｹｰﾌﾞﾙ関係かを、切りわけてﾁｪｯｸしま

す。

･････予め確実に動作する、ｾﾝﾀｰﾓｼﾞｭｰﾙとｻﾃﾗｲﾄ ﾓｼﾞｭｰﾙを１対持っておくと

便利です。

･････通信ｹｰﾌﾞﾙが差動伝送の場合、ﾎｯﾄ/ｺｰﾙﾄﾞ側を誤って接続すると（受信

論理が逆転するので）動作しません。

･････これは、最も多いミスです。

●ｻﾃﾗｲﾄﾓｼﾞｭｰﾙが動作しないか、不安定な場合･････下記手順でﾁｪｯｸをお勧め

します。

１．電源は正しく供給されていますか。電圧も規定値内ですか。(5V±5%)

２．ｸﾛｯｸの供給は、正しく行われていますか。

[P2 の 1 ﾋﾟﾝ(CO2:91Hz),P2 の 3 ﾋﾟﾝ(CO1:732Hz)ﾁｪｯｸ可]

３．ｱﾄﾞﾚｽは正しく設定されていますか。（00H あるいは、ｾﾝﾀｰの運用数設

定以上になっていませんか）

４．RXDN 端子に受信信号の出力は認められますか。

５．STB1 端子にﾊﾟﾙｽ出力はありますか。･･････受信が成立していると STB1

にﾊﾟﾙｽが出る。

●HLS 全体か、または一部が不安定

１．電源は正しく供給されていますか。電圧も規定値内ですか。

２．通信ｹｰﾌﾞﾙのｺﾈｸﾀなどに接触不良を起こしている所はありませんか。

３．ﾄﾞﾗｲﾊﾞ/ﾚｼｰﾊﾞに動作不安定な物が接続されていませんか。

　　･････安定した運用から不安定になった場合は、ﾄﾞﾗｲﾊﾞ/ﾚｼｰﾊﾞの半故障

（ふらふらなんとか動作している）も考えられます。

４．ｱﾄﾞﾚｽ設定が重複したり誤っていませんか。

５．終端抵抗が未端ｻﾃﾗｲﾄﾓｼﾞｭｰﾙ以外に挿入されていませんか。

　　P1,P3：1-2（終端あり）

　　　　　 2-3（終端なし）
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付録Ａ　出力ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ例

Ａ・１　ﾀﾞｰﾘﾝﾄﾝﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ

TD62083AP(東芝社製)等のﾀﾞｰﾘﾝﾄﾝﾄﾗﾝｼﾞｽﾀに直結できます。

図Ａ・１　ﾀﾞｰﾘﾝﾄﾝﾄﾗﾝｼﾞｽﾀとの接続

Ａ・２　PhotoMOS ﾘﾚｰ

PS7113-1A,PS7113-2A(日本電気社製)、AQW21,AQZ202(松下電工社製)等の

PhotoMOS ﾘﾚｰと電流制限抵抗を入れるだけで簡単に接続できます。

注．Ｒの値は、PhotoMOS ﾘﾚｰの仕様に基づいて決定します。

図Ａ・２　PhotoMOS ﾘﾚｰとの接続

2.7KΩ

コモン

出力

ＧＮＤ

入力

7.2KΩ

3KΩ

SATELLITE-A

出力 DO0～D015

GND

TD62083AP

Ｒ

SATELLITE-A

出力 DO0～D015

GND

PhotoMOS ﾘﾚｰ



24

Ａ・３　ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ

各ﾒｰｶｰのﾌｫﾄｶﾌﾟﾗと電流制限抵抗を入れるだけで簡単に接続できます。

注．Ｒの値は、ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗの仕様に基づいて決定します。

図Ａ・３　ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗとの接続

Ａ・４　TTL

図Ａ・４　TTL 入力との接続

SATELLITE-A

出力 DO0～D015

GND

TTL ﾃﾞﾊﾞｲｽ

SATELLITE-A

出力 DO0～D015

GND

SATELLITE-A

出力 DO0～D015

GND

Ｒ

Ｒ
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付録Ｂ　入力ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ例

Ｂ・１　DIP ｽｲｯﾁ

図Ｂ・１　DIP ｽｲｯﾁとの接続

Ｂ・２　TTL

図Ｂ・２　TTL 出力との接続

SATELLITE-A

 入力 DI0～DI15

                GND

TTL ﾃﾞﾊﾞｲｽ4.7KΩ

+5V

SATELLITE-A

 入力 DI0～DI15

                GND

DIP ｽｲｯﾁ

4.7KΩ

+5V
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Ｂ・３　ﾌｨﾙﾀ挿入

MKY34 の入力端子は、ｼｭﾐｯﾄ型ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力ですから、ﾌｨﾙﾀを入れることがで

きます。

図Ｂ・３　ﾌｨﾙﾀｰ挿入

Ｂ・４　ｵｰﾌﾟﾝ･ｺﾚｸﾀ

図Ｂ・４　ｵｰﾌﾟﾝ･ｺﾚｸﾀ出力との接続

SATELLITE-A

 入力 DI0～DI15

                GND

Ｒ
4.7KΩ

+5V

Ｃ

SATELLITE-A

 入力 DI0～DI15

                GND

4.7KΩ

+5V
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付録Ｃ　ｶｳﾝﾀ入力ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ例

Ｃ・１　ﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ

Ｃ・１　ﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁとの接続

Ｃ・２　ﾘﾚｰ接点

図Ｃ・２　ﾘﾚｰ接点との接続

SATELLITE-A

 ｶｳﾝﾀ PI0～PI5

                GND

4.7KΩ

+5V

SATELLITE-A

 ｶｳﾝﾀ PI0～PI5

                GND

4.7KΩ

+5V
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Ｃ・３　ｵｰﾌﾟﾝ･ｺﾚｸﾀ

図Ｃ・３　ｵｰﾌﾟﾝ･ｺﾚｸﾀ出力との接続

Ｃ・４　TTL

図Ｃ・４　TTL 出力との接続

SATELLITE-A

 入力 DI0～DI15

                GND

4.7KΩ

+5V

SATELLITE-A

 入力 DI0～DI15

                GND

TTL ﾃﾞﾊﾞｲｽ4.7KΩ

+5V
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